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令和8年熊本地震に伴う支援状況について

職員派遣支援の全体状況（8月５日現在） 対応部局： 8部局　派遣人数： 137名

派遣部局 従事期間 人数 支援内容

危機管理部
①7/29〜8/1
②7/31〜8/1
③8/2〜8/5

6名
 ①リエゾン・災害マネジメント支援、市からの支援物資の搬送（宇城市）
 ②物資運搬事務の支援・市からの支援物資の搬送（宇城市）
 ③国のスキームによる対口支援（宇城市）

人事部
（全庁動員）

①7/31〜8/2
②8/5~8/11 7名  ①物資運搬・罹災証明事務の支援（宇城市）

 ②国のスキームによる対口支援（宇城市）

環境部 　7/30〜8/2 4名  　災害ごみの収集等（熊本市）

健康管理部 　7/31〜 9名  　被災者健康管理・相談対応（熊本市）

建設部
都市整備部 　8/4〜8/8 2名 　 被災建築物の応急危険度判定

上下水道局 ①7/29〜
②8/1〜8/10

12名
４名

 ①応急給水活動（益城町・八代市）
 ②下水道管路調査（氷川町）

消防局 　7/28〜 93名 　 捜索・救助・救急活動（八代市等）
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令和8年熊本地震に伴う支援状況について

支援活動の様子

消防・救急支援
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令和8年熊本地震に伴う支援状況について

支援活動の様子

災害対策本部支援 物資運搬支援 避難所支援
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令和8年熊本地震に伴う支援状況について

支援活動の様子

給水支援健康管理支援り災証明支援
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●　市営住宅の提供（建設部）
　　被災者の一時避難場所として10戸（即入居可）を準備。

令和8年熊本地震に伴う支援状況について

その他の支援

●　支援物資の提供及び県内５市への協力依頼（危機管理部）
　　被災自治体への支援のため、本市及び県内５市の支援物資を提供。

（飲料食料品）　保存水、アルファ米、アルファ米おかゆ、サバイバルパン、
　　　　　　　　備蓄おにぎり
（乳幼児用品）　粉ミルク、液体ミルク、使い捨て哺乳瓶、乳児用オムツ、
　　　　　　　　おしり拭き
（衛生用品）　　携帯トイレ、生理用品、濡れタオル、大人用オムツ、
　　　　　　　　除菌シート
（その他）　　　毛布、ゴミ袋、ブルーシート
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●　フードドライブの開催（子ども未来部）
　　日程：８月８日（土）・９日（日）１０時から１６時まで
　　場所：宮交シティ１階　アポロの泉
　　支援物資受付品：水、清拭用体拭き、オムツ、おしりふき、消毒液など

令和8年熊本地震に伴う支援状況について

市民の皆様へ

●　義援金募金箱の設置（総務部）
　　7月30日（木）より本庁舎玄関案内など、計13か所に設置。

●　災害ボランティア募集の周知（地域振興部）
　　宮崎県による災害ボランティア事前登録受付を市ホームページに掲載。
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令和8年熊本地震に伴う支援状況について

災害への備え（備蓄品）をお願いします！
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過去最高額のふるさと納税寄附額を達成！ 
全国６位！
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うなぎ 精肉 マンゴー

26.5億円
（54位）

56.5億円
（17位）

81.9億円
（15位）

132.4億円
（8位）

143.1億円
（6位）■宮崎市の寄附額推移

　（全国順位）

R7年度R6年度R5年度R4年度R3年度

■宮崎市の主な返礼品      

寄附受入額

143億1千万円

寄附件数

723,801件

全国順位

中核市
4年連続第1位

第6位

過去最高額のふるさと納税寄附額を達成！ 全国６位！

前年度比
11億円増

前年度比
3.6万件増
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ふるさと納税の活用事例

● 児童クラブの時間延長（約5.5億円）

● 子ども医療費の助成（約8.3億円）

● 帯状疱疹ワクチン助成対象の拡大等（約2.5億円）

● 小学校給食費の無償化（約2.1億円）

● 大規模災害時における備蓄品の整備（約7千万円）

● 将来の普通建設事業に備えた基金積立（12億円）

2－2

令和８年度当初予算の財源として活用

＜主な財源活用の事例＞

など



市長定例記者会見
令和8年8月6日


